


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































提  出  者 渡 昌弘 
論文審査担当者 
（主査）教授  川合 安 
    教授  三浦 秀一 
           准教授 大野 晃嗣                              
論  文  名 明代国子監政策の展開 
 本論文は、明代の国子監における官僚養成制度改革とそれに伴う監生（国子監学生）の動向に検
討を加えたもので、論文全体は、十一の章で構成される。 
 明代初期、洪武年間（1368～98）には、国子監において升堂法・積分法による官僚養成が実施さ
れたが、まもなく衰退する。この衰退の要因は、任官までに長期の在学が必要であるのに、それに
みあう特典がなく、監生が科挙（長期在学が不要で上位合格者には特典がある）受験を選択したこ
とにあった（第一、第二章）。その後、歴事出身法（三ヵ月の吏務の実習を経て任官）が導入される
と、永楽年間（1403～24）には、監生は科挙よりも有利なこの歴事出身法を選択するようになった。
しかし、その修学は低調となったため、監生に対して科挙受験が命ぜられ（1424）、科挙重視の傾
向が再び強まる（第三章）。国子監を科挙とは別の官僚養成機関とする試みが再度行われた（三途併
用）のは、明代中期、嘉靖年間（1522～66）であったが、国子監在学生の減少を招き、結局、科挙
重視に回帰する（第六章）。 
 国子監を科挙とは別個の官僚養成機関とする試みは、任官に有利なコースを選択する監生側の動
向によって、その本来の目的を達成できず、結局、科挙の予備段階化する。その監生の総数の増減
を史料的に可能な限り明らかにし（第四章）、監生を指導する教官についても考察を加え（第五章）、
さらに、明代後期へと考察が進められる。 
明代後期には、南方出身者が北京国子監に入学して、北京で郷試（科挙の第一段階）を受験して
多数の合格者を出していた（第七章）。また、明代後期、監生が急増するが、その最大の要因は、捐
納（金銭または米穀の納入）による国子監入学であった（第八章）。この捐納による監生の資質は、
正規のコースによる監生よりも劣ると考えられていたが、必ずしもそのようには判断できない（第
九章）。監生は、国子監内で学習するのが原則であったが、若年者には郷里に居住することが認めら
れた。捐納による監生には若年者が多く、郷里における諸活動に参画して、これが「郷紳」階層の
一角を形成した（第十章）。最後に、監生の動向を示す具体例に検討を加えた第十一章が附される。 
 以上を要するに、従来ほとんど研究のなかった当該分野を開拓して、監生の総数の増減などの基
礎的な諸事実を明らかにしたうえで、国子監における制度改革の試みとそれに伴う監生の動向をは
じめて解明した本論文は、国子監制度にとどまらず、官僚制、政治社会史など、明代史研究の諸分
野に新たな知見を付け加え、斯学の発展に寄与するところ多大なるものがある。 
 よって本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。 
 
